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Ⅰ 授業の概要 
Ⅰ－１ 学習指導案 

 

第 4学年 理科学習指導案 
日 時：平成 24年 12 月 3日（月）14：00～15：00 

指導学級：仙台市立向山小学校 4 年 1組 27 名 

指 導 者：教諭  戸田 尚義 

指導教室：理科室 

 

1． 本授業における提案 

本授業における提案：水が氷になるときの温度や体積の変化について理解を深めさせる指導 

【提案 1】既習事項や生活経験から，水が氷になるときの温度や体積の変化のようすを予想させ，解

決の見通しを持たせる。 

【提案 2】一単位時間内に安定した結果を得るために実験の装置や方法を工夫する。 

 

2． 単元名 

 『水のすがたとゆくえ』 

 

3． 単元について 

（1） 単元目標 

水を熱したときのようすに興味をもち，水を熱すると水蒸気になることや冷やすと氷になることを温度

と関係付けて調べたり，水面やしめった物から水が蒸発していることや空気中の水蒸気は水滴になって

現れることを調べたりして，水は温度によって固体，液体，気体に状態が変化すること，水が氷になると

体積がふえることなど，水の状態変化について考えを持つことができるようにする。 

 

（2） 単元の評価規準 

自然事象への 

関心・意欲・態度 

・水を熱したり冷やしたりしたときの水のすがたについて，生活経験や既習事

項などを基に考えようとしている。 

・水を熱したときのようすに興味を持ち，進んで調べようとしている。 

・水たまりや，洗たく物などにふくまれている水のゆくえについて興味を持ち，

進んで予想したり，調べたりしようとしている。 

科学的な 

思考・表現 

・実験結果をもとに，湯気や泡の正体について考察し，自分の考えを表現し

ている。 

・水は熱しなくても，自然蒸発することや，日なたほど蒸発しやすいことを，実

験結果と関係付けて考え，表現している。 

・空気中の水蒸気は冷やされると，液体の水になって，とり出せることを実験

結果から考察し，自分の考えを表現している。 

観察・実験の 

技能 

・加熱器具を正しく安全に使用して，水を熱したときのようすや温度の変化を

調べ，結果を記録している。 

・温度計を正しく使って，水が氷になるときの温度と体積の変化を調べ，記録

している。 

自然事象についての 

知識・理解 

・水は，熱し続けると約 100℃で沸騰して，水蒸気になることを理解している。 

・水は冷やされると０℃でこおり始め，水が氷になると体積がふえることを理解

している。 

・水は水面や地面などから蒸発し，水蒸気になって空気中にふくまれているこ

とや，空気中の水蒸気は水になってとり出せることを理解している。 

小学 理科 
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（3） 指導計画（本時 7／12時間扱い） 

時間 主な学習活動 指導上の留意点・支援 評価規準 

第 1次 水を熱するとどうなるか （6 時間扱い） 

第 1時 

1時間 

 水を熱したり冷やしたりし

たときの水のすがたにつ

いて，生活経験や既習事

項などを基に考える。 

 水がどのようなすがたに変化

するか，知っている言葉をで

きるだけ多く表出させる。 

 水のすがたと温度が関係して

いることを確認する。 

【関・意・態】 

水を熱したり冷やしたりしたと

きの水のすがたについて，生

活経験や既習事項などを基

に考えようとしている。 

第 2時 

1時間 

 水を熱したときのようすに

ついて，自分たちが知っ

ていることを，話し合う。 

 水を熱したときのようすを

調べる実験方法を知る。 

 生活経験のいろいろな場面に

ついて説明させる。 

 安全な実験を行うための助言

を確実に行う。 

【関・意・態】 

水を熱したときのようすに興

味をもち，進んで調べようとし

ている。 

第 3時 

1時間 

 水を熱したときのようすや

温度の変わり方を調べ，グ

ラフにまとめる。 

 実験を安全に行っているか机

間指導を行う。 

 100℃近くで温度上昇が止ま

ることを確認する。 

 熱していくと水の量が減少し

ていくことに気付かせる。 

【技能】 

加熱器具を正しく安全に使

用して，水を熱したときのよう

すや温度の変化を調べ，結

果を記録している。 

第 4時 

1時間 

 

 水を熱して，湯気の正体

について調べる。 

 水を熱して，あわの正体に

ついて調べる。 

 実験を安全に行っているか机

間指導を行う。 

 それぞれの実験の目的を明

確にして実験に取り組ませ

る。 

【技能】 

加熱器具を正しく安全に使

用して，水を熱したときのよう

すや温度の変化を調べ，結

果を記録している。 

第 5時 

1時間 

 第 4 時の実験の結果か

ら，湯気やあわの正体は

何だと考えられるか，話し

合う。 

 二つの実験の目的を再確認

し，実験結果から考察させる。 

 泡は「水が変化したもの」であ

ることを確認する。 

【思・表】 

実験結果をもとに，湯気や泡

の正体について考察し，自

分の考えを表現している。 

第 6時 

1時間 

 水を熱したときの変化をま

とめる。 

 前時までの実験から分かるこ

とを科学的な言葉を使って説

明できるようにする。 

 図説も取れ入れながら視覚的

にまとめていく。 

【知・理】 

水は，熱し続けると約 100℃

で沸騰して，水蒸気になるこ

とを理解している。 

第 2次 水は冷やされるとどうなるか （2 時間扱い） 

第 7時 

1時間 

（本時） 

 水を冷やしたときのようす

や氷になるときの温度と体

積の変化を調べ，グラフに

まとめる。 

 既習事項と生活経験を基にし

て予想を話し合わせる。 

 確実に実験できるように実験

方法を分かりやすく伝える。 

【技能】 

温度計を正しく使って，水が

氷になるときの温度と体積の

変化を調べ，記録している。 

第 8時 

1時間 

 温度による水のすがたの

変化についてまとめる。 

 前時までの実験から，水は固

体・液体・気体に変化すること

と，温度変化を関係付けで説

明できるようにさせる。 

【知・理】 

水は冷やされると０℃でこお

り始め，水が氷になると体積

がふえることを理解している。 

第 3次 水たまりの水はどこへいったのか （2 時間扱い） 

第 9時 

1時間 

 

 水たまりの水のゆくえにつ

いて考え，入れ物に水を

入れて，おおいをした物と

しない物で蒸発実験を行

う。 

 第 3 学年での日なたと日かげ

の学習を想起させる。 

 水を入れたビーカーにおおい

をかぶせる物とかぶせない物

を用意するのはなぜか考えさ

せる。 

【関・意・態】 

水たまりや，洗たく物などに

ふくまれている水のゆくえに

ついて興味を持ち，進んで

予想したり，調べたりしようと

している。 
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時間 主な学習活動 指導上の留意点・支援 評価規準 

第 10時 

1時間 

 水は空気中に出ていくこと

をまとめる。 

 4 つのビーカーの水面の位置

の変化の違いから説明できる

ようにさせる。 

 自然蒸発と沸騰の共通点と相

違点を確認する。 

【思・表】 

水は熱しなくても，自然蒸発

することや，日なたほど蒸発

しやすいことを，実験結果と

関係付けて考え，表現してい

る。 

第 4次 水じょう気は水にもどせるのか （2 時間扱い） 

第 11時 

1時間 

 

 空気中の水蒸気は水にも

どることを調べ，自然のな

かの水のすがたについて

まとめる。 

 既習事項の温度変化と水の

変化の関係を想起させる。 

 氷水を入れたビーカーは，す

ぐに水滴がつくことがあるの

で，注意深く観察させる。 

【思・表】 

空気中の水蒸気は冷やされ

ると，液体の水になって，とり

出せることを実験結果から考

察し，自分の考えを表現して

いる。 

第 12時 

1時間 

 水のすがたの変化につい

て，学習したことをまとめ

る。 

 教科書の資料を用いて，水の

循環についても考えさせる。 

 第１時で児童が発言した水の

ようすについて，固体・液体・

気体のいずれかであることを

確認する。 

【知・理】 

水は水面や地面などから蒸

発し，水蒸気になって空気中

にふくまれていることや，空

気中の水蒸気は水になって

とり出せることを理解してい

る。 

 

4． 指導にあたって 

（1） 提案の概要とその理由について 

本時は，水が凍る現象を温度の変化と関連付けて捉えさせることと，水が氷になると体積が増えることを

捉えさせることがねらいとなる。そのための手だてとして，単元の指導計画及び本時における指導の工夫

を図り，提案する。 

本単元では，まず第１次で，水の加熱実験を通して，水を熱したときの温度変化と気体（水蒸気）への状

態変化との関係を捉えさせる。さらに第２次では，水の冷却実験を通して，水を冷やしたときの様子や固体

（氷）になるときの温度と体積の変化を調べていく。事前調査や児童の普段の様子から，多くの児童にとっ

て，水が冷やされると氷になることは既知の事実であると考える。したがって，既知の事実を確かめていく

ような授業展開では児童の関心や意欲を高めることができず，実感を伴った理解につながらないと考えた。

そこで，児童の問題意識を高めるために，第１次で学習した「水が水蒸気に変化していくときの温度の変

わり方」を基に，「水が氷に変化していくときの温度の変わり方」を予想させるようにする。また，既習事項や

日常生活で水を凍らせたときの経験などから，水が氷になるときの体積変化についての予想も持たせてい

く。予想の段階を大切に指導することで，解決の見通しを持たせていきたい。 

第２次に当たる本時では，水の冷却実験を通して上記のねらいを達成させる授業を展開する。しかし，

この教科書実験には，凍るまでに時間がかかり過ぎることや過冷却状態に陥りやすいことなど，安定した

結果を得にくい要因がいくつかあり，このことが児童の理解の定着を妨げていると考える。そこで，一単位

時間内に安定した結果を得るために実験の装置や方法を工夫する。寒剤の冷却効果や実験装置の断熱

効果を高め，短い時間で安定した結果が得られるようにする。また，過冷却状態になることを防ぐために，

水に適度な振動を与えるなどの実験方法を工夫する。どのグループも安定した実験結果を得ることができ

るようにし，理解の定着を図っていきたい。 

尚，今回の提案は，2時間扱い（指導計画の第 7時と第 8時）で問題解決を行うことから，提案授業とし

ては第 7時から第 8時の前半までの計 60分を公開することとする。 
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（2） 単元について 

本単元は，新学習指導要領 A（2）ウ，B（3）イの内容である。第 4 学年「A（2）ア金属，水及び空気は，温

めたり冷やしたりすると，その体積が変わること。」の学習を踏まえて，「粒子」についての基本的な見方や

概念を柱とした内容であり，中学校第１分野「（2）ウ状態変化」の学習につながるものである。また，第 3 学

年「Ｂ(3)太陽と地面の様子」の学習を踏まえて，「地球」についての基本的な見方や概念を柱とした内容の

うちの「地球の表面」に関わるものであり，第 5 学年「Ｂ(4)天気の変化」につながるものである。ここでは，水

の性質について興味・関心をもって追究する活動を通して，水の状態変化と温度変化を関係付ける能力

を育てるとともに，それらについての理解を図り，水の性質についての見方や考え方をもつことができるよ

うにすることがねらいである。また，自然界の水の変化が起こる様子について興味・関心をもって追究する

活動を通して，水と空気中に存在する水蒸気とを関係付ける能力を育てるとともに，それらについての理

解を図り，自然界の水の変化についての見方や考え方を持つことができるようにすることがねらいである。 

児童は水や氷を生活の中で日常的に目にしたり利用したりしている。しかし，気体である水蒸気につい

ては言葉だけが先行し，科学的に理解しているとは言い難い。例えば湯気が水蒸気であると誤解している

児童は少なくない。また，水が 100℃で沸騰し０℃で凍ることを知識として持っていても，固体，液体，気体

の違いやそれらがいつも決まった温度で変化することを実感を持って理解しているわけではない。 

本単元の指導にあたっては，まず水がどのような姿に変化するかを生活経験から想起させ，温度変化と

関係があることに気付かせる。単元前半では，水を熱した場合と水を冷やした場合の状態変化について，

多くの実験を通して理解を深めさせる。特に温度変化をグラフ化させることにより，水のすがたと温度の関

係を視覚的に捉えさせる。単元後半では，自然界での水の状態変化を学習する。単元前半の実験で学

習したことと自然界での現象を関係付けて捉えさせ，自然蒸発や結露，冷却について説明できるようにし

ていく。 

以上のように，水の温度変化と状態変化を関係付けることで，第４学年の問題解決能力「自然の事物・

現象を働きや時間などと関係付けながら調べること」を育成できると考える。 

 

（3） 児童について 

平成 24年 4月に実施された仙台市標準学力検査では，本学級の理科全体の平均正答率が 78.7 であ

った。（第 3 学年の学習内容） 仙台市平均正答率が 77.1 であることから，仙台市平均と同等の結果であ

った。観点別正答率では，「感心・意欲・態度：＋1.7」「思考・表現：＋2.0」「技能：－0.5」「知識・理解：＋

1.5」と技能だけが仙台市平均を下回っている。そこで，4 月からの授業において，実験・観察の方法や結

果の記録方法，整理方法について，具体的に手本を示すなど重点的に指導してきた。グループで協力し

て活動するなど，少しずつではあるが，技能面の向上が見られる。 

本単元を指導するにあたって，児童の生活経験や科学的な知識の有無について紙面調査を行った。 

※児童 27名に調査   ※〔 〕内…記述数 

①水を熱するとどうなりますか？（温度について知っていることがあれば書きましょう。） 

・温度が上がる〔2〕 ・ ぬるくなる，あたたかくなる，熱くなる〔6〕 ・お湯になる〔2〕 

・沸騰する〔3〕 ・90℃以上になると沸騰する〔1〕 ・あわが出る〔1〕 

・蒸発する〔1〕 ・空気の中にまぎれこむ〔1〕 

・体積が大きくなる（既習事項）〔10〕 ・分からない〔5〕 

②水は冷やされるとどうなりますか？（温度について知っていることがあれば書きましょう。） 

・温度が下がる〔2〕 ・冷たくなる（冷水になる）〔5〕 

・氷になる（凍る）〔6〕 ・0℃（氷点下）以下になったら凍る〔3〕 

・体積が小さくなる（既習事項）〔10〕 ・分からない〔4〕 

③水たまりの水はどこへいきますか？ 

・かわく〔4〕 ・水蒸気となって上にいく〔1〕 ・蒸発して空気中にいく〔1〕 ・蒸発して雲になる〔8〕 

・土（地面）にしみこむ〔8〕 ・地下水へいく〔1〕 ・ダムへいく〔1〕 ・水道〔1〕 

・分からない〔6〕 

以上の結果から，水の状態変化について科学的に理解している児童はあまりいないことが分かった。さ

らに，「沸騰」「凝固」に関する記述はあっても，何度でその現象が起こるのかについて知っている児童は

ほとんどいない。 
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（4） 指導について 

指導に当たっては，まず単元導入において，児童の生活経験を引き出し学習問題と結び付けていく。 

第 1 次では，水を熱したときの温度変化と水の様子について調べる。温度変化をグラフ化しながら，水

はおよそ 100℃で沸騰し，沸騰中は水の温度が一定であることを捉えさせる。沸騰中の様子を見て湯気

や泡について着目する児童がいると考えられるので，湯気の正体と泡の正体を探る実験を行う。これらの

実験を通して，水蒸気の概念を持たせていく。しかし，水蒸気や湯気，泡などに対する児童の見方や考え

方は，固定的になりやすいので，実験後に言葉や図などで表現させる活動を通して，一人一人の考え方

を確実なものにしていきたい。 

第 2次では，水を冷やしたときの温度変化と水の様子について調べる。ここでも，温度変化をグラフ化し

凝固中は水の温度が一定であることを捉えさせる。同時に水が氷になると体積が大きくなることも実験を通

して理解させる。しかし，水が氷になるときの体積増加は，特殊な例であるため，他の物質の体積変化の

例についても紹介する。 

第 3 次では，水が自然に蒸発する現象を通して，水は沸騰しなくても表面から水蒸気となって空気中に

出ていくことを確認する。また，生活経験から日なたと日かげでの自然蒸発の違いにも着目させる。 

第 4次では，冷やした飲み物の容器につく水滴を提示し，結露について考えさせる。温度が異なる水を

入れた二つのビーカーの表面を観察し，既習事項を使って現象の説明ができるようにする。 

単元を通して様々な実験器具を取り扱うことになる。事前に操作方法を確認して，練習をさせ，児童が

安全に十分に留意して操作できるようにさせていく。特に単元前半では加熱器具を扱う実験が多いので，

安全への配慮を怠らないようにする。 

 

5． 本時の指導（7/12） 

（1） 本時のねらい 

温度計を正しく使って，水が氷になるときの温度と体積の変化を調べ，記録することができる。 

 

（2） 準備物 

□300mlビーカー □500mlビーカー □試験管 □試験管立て □気泡緩衝材 □輪ゴム 

□食塩 □氷（氷 1個が小さい製氷皿） □ビニールテープ（印用） □ストロー □洗濯ばさみ 

□温度計 □ストップウォッチ □スプーン □薬さじ 

□ワークシート □実験方法掲示物 □水を熱したときのグラフ □デジタルカメラ 

 

（3） 本時の指導過程 

段 

階 
授業者の働きかけ 予想される児童の反応 

指導上の留意点 

【評価規準と方法】 

資料 

準備物 

導
入
５
分 

 前時までの学習を振り返

る。 

 本時の問題について投

げかける。 

水は冷やされるとどうな

るのだろうね？ 
 

○ 水を熱したときのようす

を調べてきた。 

○ 冷たくなる。 

○ こおるよ。氷になる。 

○ 何度で凍るのかな？ 

○ 凍ると大きさは？ 

 生活経験などをもとに発

言させる。 

 温度変化について視点

を与える。 

 形状についても視点を与

える。 

 

 

 

 問題を板書する。 

水を冷やしていくと，水の温度はどのように変わるのだ

ろうか。 

また，氷になったときの体積はどうなっているのだろう

か。 
 

  



  

 - 6 - 

段 

階 
授業者の働きかけ 予想される児童の反応 

指導上の留意点 

【評価規準と方法】 

資料 

準備物 

展
開 

１０
分 

 ワークシートを配布する。 

 二つのことについて予想

させる。 

 はじめに，水の温度変化

と水の様子について予想

させる。 

 

 

 

 次に，水の体積変化につ

いて予想させる。 

○ 0℃で凍るって聞いたこ

とがある。 

○ 0℃よりも低くなるのか

な？ 

○ マイナス～℃も聞いた

ことがある。 

○ 沸騰したときは 100℃

が続いたから，凍るとき

も温度は変わらない。 

○ 体積は変わらない。 

○ 冷凍庫の製氷皿の氷

が膨らんでいたよ。 

○ 氷になると体積は大き

くなるかもしれない。 

○ 前単元で水を冷やした

ら体積が少し小さくなっ

たよ。 

○ 氷になると体積は小さく

なるかもしれない。 

 生活経験や聞いたことが

あることなどをもとに，多く

の児童に発言させる。 

 既習事項である液体から

気体への変化を想起さ

せ，比較させる。（グラフ） 

 水を冷やしていくときの

温度変化の予想を簡単

なグラフにして書かせる。 

 前単元「物の体積と温

度」の水を冷やしたときの

実験を想起させる。 

□ワークシ

ート 

□水を熱し

たときのグ

ラフ 

１０
分 

 児童を教卓前に集合させる。 

 実験方法を説明する。 

①ビーカーに食塩を入れて薬さじでよくかき混ぜる。 

②そのビーカーを空の 500mlビーカーにセットする。 

③水の入った試験管を氷の入ったビーカーに入れる。

（2本） 

⑤観察・記録を始める。 

※記録は 30秒おきに行う。 

※温度計を読んだ後に，体積変化を確かめる方の試

験管をやさしく持ち上げて，水がこおっているか確認

する。 

※試験管を持ち上げて，凍り始めていたら，次の計測

からは試験管に触らない。 

※実験時間は 10分間とする。 

 記録係を決めるなど，グループ内での役割分担をさせ

る。 

・ストップウォッチ係 ・温度計係 ・記録係 

 

 

 氷の入ったビーカーに食

塩を入れることで，普通

の氷水よりも温度が低く

なることを説明する。 

 0℃より低い温度の読み

方と書き方を説明する。 

 2 本の試験管の実験目

的を伝える。 

 ビーカー内の試験管のま

わりが空洞にならないよう

に注意させる。 

 30 秒ごとに観察・測定す

る際は，過冷却を防ぐた

めに，温度計をやさしく

回すようにさせる。 

 温度変化を確かめる方

の試験管は，手をつけな

いでおく。（寒剤から出さ

ない！） 

 実験がスムーズに行える

ように，予め授業者が試

験管に水を入れておき，

目印用ビニールテープを

貼っておく。また，食塩も

定量測り取っておく。 

□実験 方

法掲示 物

□300mlビ

ーカー 

□500mlビ

ーカー 

□試験 管 

□ 試 験 管

立て 

□気泡 緩

衝材 

□輪ゴム 

□食塩 

□氷 

□ビニール

テープ 

□ストロー 

□洗濯ばさ

み 

□温度計 

□ストップウ

ォッチ 

□薬さじ 
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段 

階 
授業者の働きかけ 予想される児童の反応 

指導上の留意点 

【評価規準と方法】 

資料 

準備物 

１５
分 

 試験管の様子を観察し，

実験結果をワークシート

に書いていくこと話す。 

 実験で何を観察し記録す

るのか視点を確認する。 

☆水が凍り始めたときの温

度は何℃か？ 

☆水が氷になったとき，体

積がどうなっているか？ 

 実験を開始させる。 

○ どんどん水温が下がっ

ていくね。 

○ 0℃なったよ。 

○ 凍り始めね。 

○ 1 分たっても 0℃のまま

だ。 

○ 温度が 0 度より下がり

始めたね。 

○ 体積はどうなっている

かな？ 

○ 印のところより少し上に

盛り上がっている。 

 

【技能】 

温度計を正しく使って，

水が氷になるときの温度

と体積の変化を調べ，記

録することができる。 

〔観察・記録〕 

 机間指導を行い，よい気

付きや表現をしている児

童を賞賛する。 

□ワークシ

ート 

１０
分 

 実験を終了させる。 

 試験管を取り出し，試験

管立てに置かせる。 

 実験結果をグラフにまと

めさせる。 

 グラフを発表させる。 

 代表児童のワークシート

をデジタルカメラで撮影

し，発表時にテレビに映

す。 

□デジタル

カメラ 

１０
分 

 本時で分かったことをまと

める。 

 

○ 水は冷やされると 0℃

で凍り始め，0℃のまま

である。 

○ 水は，氷になると体積

が大きくなる。 

 授業後，体積が増加した

水を試験立てに立てて

おく。常温に戻ったときの

体積を確認させる。 

 

 

（4） 評価の観点 

観点 具体の評価規準（B） A と判断する具体的な姿 Cの児童に対する手だて 

【技能】 温度計を正しく使って，水が

氷になるときの温度と体積の

変化を調べ，記録することが

できる。 

温度計の目盛を正確に読み

取り，水が氷になるときの温度

と体積の変化について，グラフ

に正確に記録することができ

る。 

・温度計の読み方を確認させ

る。（特に 0℃以下の温度） 

・体積の変化について，実験

前の試験管の印と，どう変わっ

たか確かめさせる。 
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（5） 板書計画 

 

 

 

結果 分かったこと 

○ 水は冷やされると 0℃でこおり始め， 

○  0℃のままである。 

○ 水は，氷になると体積が大きくなる。 

児童 

ワークシート 

児童 

ワークシート 

児童 

ワークシート 

水を冷やしていくと，水の温度はどのように変わるのだろうか。 

また，氷になったときの体積はどうなっているのだろうか？ 

問 

予 ○水の温度と水のようすについて 実 実験方法掲示物 

○体積について 

・大きくなる 

・変わらない 

・小さくなる。 

水を熱したときのグラフ 
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（6） ワークシート 

 
 

 

 

結
果

（分
）

5
1
0

-2
0

-1
00

2
0

1
0

（℃
）

４
年
理
科
『水
の
す
が
た
と
ゆ
く
え
』

名
前
【

】

水
を
冷
や
し
て
い
く
と
，
水
の
温
度
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
，
氷
に
な
っ
た
と
き
の
体
積
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

問
題

0
1

2
3

4
6

7
8

9

時 間

0 ・ 0

0 ・ 5

1 ・ 0

1 ・ 5

2 ・ 0

2 ・ 5

3 ・ 0

3 ・ 5

4 ・ 0

4 ・ 5

5 ・ 0

5 ・ 5

6 ・ 0

6 ・ 5

7 ・ 0

7 ・ 5

8 ・ 0

8 ・ 5

9 ・ 0

9 ・ 5

1
0 ・ 0

温 度

予
想

○
水
の
温
度
変
化
に
つ
い
て
…

○
氷
に
な
っ
た
と
き
の
体
積
つ
い
て
…

（℃
）

（分
）

実
験

別
紙
『水
を
冷
や
し
た
と
き
の
よ
う
す
を
調
べ
よ
う
実
験
方
法
』

プ
リ
ン
ト
を
見
て
，
正
か
く
に
実
験
を
行
う
。

分
か
っ
た
こ
と

○
水
は
，
冷
や
さ
れ
る
と
，

○
水
は
，
氷
に
な
る
と
，

-3
0

3
0

○
体
積
の
変
化
に
つ
い
て
…

0

○
水
が
こ
お
り
始
め
た
の
は
，
何
度
か
な
？


